
延岡河川国道事務所
のべおか か せん こくどう  じ    む  しょこく　ど　こう   つう しょう

http://www.gokasegawa.net/riverpal/
ますはホームページを見てみよう！

リバーパル五ヶ瀬川では、川に関する情報や川に
住んでいる生き物を学習することができます。
また野鳥の観察会やカヌー教室など実際に川に
ふれるイベントも行われています。

リバーバル五ヶ瀬へ行こう！リバーバル五ヶ瀬へ行こう！

〒882-0803 延岡市大貫町1丁目2889　tel (0982)31-1191
ホームページ　http://www.gokasegawa.net/ 
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タニガワカゲロウ類　
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※汽水域：川の下流で淡水と海水が混じっているところ※汽水域：川の下流で淡水と海水が混じっているところ
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流れがゆっくり
で川幅も広い。
河口は潮の満ち
引きがあり干潟
がみられる。
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←友内川←友内川

五ヶ瀬川上流部（高千穂峡）五ヶ瀬川上流部（高千穂峡） 五ヶ瀬川中流部（天馬大橋から下流を望む )五ヶ瀬川中流部（天馬大橋から下流を望む ) 五ヶ瀬川下流部（延岡市街地）五ヶ瀬川下流部（延岡市街地）
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　「五ヶ瀬」は上流から①吐ノ瀬・②窓ノ瀬• ③あららぎノ瀬・④網ノ瀬・⑤大瀬と、
五つの瀬があることから五ヶ瀬川と名づけられました。「瀬」とは浅くて流れが速い
部分をいいます。深くて流れの緩やかなところは淵といいます。
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五ヶ瀬川は、日本でも有数のアユの名所として知られ、毎年秋になると、中流部で
は大型アユを求めて多くの釣り人が訪れます。そして、延岡市の流域には九州最大の
規模の「鮎やな」が仕掛けられます。
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「やな」とは、川をせき止めて、
その一部に流れ口を作り、産卵
のために川を下るアユの習性を
利用して竹製の簀の子の上に落
ちたアユを捕るもので、この地
域では江戸時代から行なわれて
きた伝統的な漁法です。
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五ヶ瀬川の鮎やな

水生生物調査や安全教室など、
川について学んだり遊んだりできるイベント

鮎やなには、年間約３万人もの観光客が訪れます。やな場でアユを焼く香りが河原をた
だよい、広く市民に浸透した秋の風物詩となっています。また環境省の「かおり風景100
選」にも選ばれています。
五ヶ瀬川ではリバーフェスタなどの川に親し
む活動も盛んに行われています。また、市民
ボランティアの人たちが清掃活動などにも積
極的に取り組んでいます。こうした活動が、
五ヶ瀬川の環境の保全や天然アユ資源を守る
ことにつながっています。
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約 7cm

岩熊井堰は、江戸時代に延岡藩が農業な
どに使える水が少ない出喜多村（現在の
出北町）へ五ヶ瀬川の水を引くため、藤江
監物により作られました。12kmの水路と6箇
所のトンネルを掘るという難しい工事だった
うえ、一度完成した部分が洪水で壊されるな
ど大変な苦労をしました。
享保 19年（1734年）に約 10年かかって

完成した岩熊井堰とその水路は、その後
270年以上の間、改築されながら今も利
用されています。
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( エビ目イワガニ科 )

体長：7～8cm
生活型：回遊性

ヘビトンボ
( アミメカゲロウ目ヘビトンボ科 )

体長：6～7cm
流れの速い瀬の石の下に棲み、大きなアゴ
で他の水生昆虫などを食べます。

川の下流～中流に棲み、はさみに藻
のような毛があります。河口で産卵
し幼生は海中で生活した後、川をさ
かのぼり成長します。
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洪水で川から水があふれるのを防ぐには「堤防をつくる」、「川幅を広げる」、「川底を掘る」といった方法があります。
また堤防が水で削られて壊れることを防ぐために「護岸をつくる」ことや、大雨が降ったときに下流に一気に流れな
いように「ダムをつくる」こともあります。その他、大きな川から小さな川に逆流しないように「水門を作る」や小さ
な川の周りにある家に洪水時溜まった水を大きい川に出すために「排水ポンプ場を作る」などの方法があります。
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